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概要 
The COVID-19 pandemic has led to widespread use of 

face masks, which can reduce some of the facial cues used in 

emotion perception. To investigate whether the partial loss of 

visual cues impacts multisensory emotion perception from 

face and voice and whether frequent exposure to masked 

faces affects it, we conducted an emotion perception task 

using audio-visual stimuli that partially occluded speakers' 

faces. Participants were shown videos of faces and voices 

expressing congruent or incongruent emotions, and were 

asked to judge whether the person was happy or angry. Our 

results showed that participants relied more on vocal cues for 

emotion perception when facial cues were partially occluded. 

Furthermore, when the mouth was covered, participants 

relied less on vocal cues after the pandemic than before. 

These findings suggest that partial face masking and 

prolonged exposure to masked faces can affect multisensory 

emotion perception. 
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1. はじめに 

円滑なコミュニケーションを実現するためには，言

語情報を手がかりとして相手の発話内容を理解するだ

けでなく，顔の表情や声の調子といった非言語情報を

手がかりとして他者の感情状態を正しく読みとること

が必要不可欠である。他者の感情を知る手がかりとし

て顔や声は重要な情報源であり，我々はこれらの情報

を単独で受けとるのではなく，むしろ同時に受けとり，

多感覚的に認知しているといえる。実際，顔と声の表

す感情が矛盾している場合に比べて，感情が一致して

いる場合に感情認知が促進され [e.g., 1, 2]，視覚情報と

聴覚情報は相互に影響を及ぼすことが示されている 

[3, 4, 5]。しかし，日常生活におけるコミュニケーショ

ン場面において，顔や声の手がかりが常に明瞭である

とは限らない。たとえば，感情表出者がサングラスや

マスクを着用している場合，顔の情報が部分的に欠損

してしまう。特に COVID-19 のパンデミック下では，

感染のリスクを最小限に抑えるため，口と鼻を覆うフ

ェイスマスク（以下，マスク）を着用することが広く

推奨されてきた。口は顔からの感情認知において重要

な手がかりであり [e.g., 6, 7]，最近の研究では，マスク

によって顔が部分的に覆われていると，覆われていな

い場合と比較して，顔からの感情認知精度が低下する

ことが示されている [e.g., 8, 9]。これらの知見は，顔の

部分的な遮蔽が顔からの単感覚的な感情認知に影響す

ることを示すものであるが，顔と声からの多感覚な感

情認知にも影響を及ぼす可能性がある。実際，視覚情

報である顔の情報の劣化が，顔と声からの多感覚感情

認知における視聴覚統合に影響することが報告されて

いる [10]。このKokinouらの研究 [10]では，ガウシア

ンフィルタによって劣化させた視覚情報（つまり顔表

情）を刺激として用いているが，多感覚的な感情認知

について部分的に遮蔽された顔刺激を用いて検討した

研究は少ない。 

そこで本研究では，多感覚感情認知における顔と声

に対する情報の重み付けが，顔の部分的な遮蔽によっ

てどのように影響を受けるのか検討した。実験では，

顔と声によって感情を表現した動画を刺激として用い，

動画話者の感情（怒り，喜び）を回答させる感情認知

課題を実施した。顔と声の感情が一致する刺激に加え，

感情が矛盾する刺激も使用することで，顔と声のどち

らの情報を重視して感情を判断したかを測定した。顔

の遮蔽の影響を検討するため，動画話者の目または口

を遮蔽した刺激も使用し，顔全体が見える場合と比較

して，顔と声の情報に対する重みづけがどのように変

化したか調べた。動画話者の目または口が遮蔽された

場合，視覚的な手がかりが減少することによって，顔

全体が見えている場合と比較して，話者の声の情報へ

の重みづけが大きくなると仮説を立てた（仮説 1）。 

さらに本研究では，上述の感情認知課題をCOVID-19

パンデミック前後に実施し，結果を比較することで，

多感覚感情認知における顔の部分遮蔽の影響が
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COVID-19 パンデミックの前後で異なるかどうかにつ

いても検討した。COVID-19 パンデミック下における

対面コミュニケーションでは，マスク着用によって顔

の下部が遮蔽された顔（以下，マスク顔）に暴露する

機会が劇的に増加したといえる。アメリカ人を対象と

した先行研究では，マスク顔への接触が相手の顔の目

領域を手がかりとすることの依存度を高め，表情認知

パターンを変容させる可能性を示唆している [11]。マ

スクの着用は日本で特に広く普及していることから 

[12]，日本人はマスク顔への接触頻度が欧米諸国の人々

よりもさらに高い可能性があり，COVID-19 パンデミ

ックの前後で多感覚感情認知における顔と声の手がか

りの重み付けにも変化が生じている可能性がある。マ

スク顔への接触の影響として，二通りの仮説を立てた。

第一に，パンデミック前よりも後の方が，多感覚感情

認知における声に対する重みづけが全般的に増加する

と予測した（仮説 2a）。マスク顔に接触する中で，減少

した視覚的手がかりを補い聴覚情報に注意を向けて感

情を読みとるよう変化した可能性がある。一方で，パ

ンデミック前よりも後の方が，多感覚感情認知におけ

る声に対する重みづけが，特に口元が遮蔽された他者

に対して減少するとの予測も可能である。マスク顔へ

の接触に伴い感情表出者の目領域への依存が促進され 

[11]，顔上部からの感情認知精度が向上し，その結果声

の手がかりへの重みづけが少なくなる可能性がある。

したがって，パンデミック後の方が前と比較して，口

元が遮蔽された他者から感情を読みとる際に声を重視

する程度が小さいと仮説を立てた（仮説 2b）。 

2. 方法 

参加者 COVID-19 パンデミック前（2019 年 6 月）

に 28名 (Mage = 20.4; SD = 0.6) ，パンデミック後（2022

年 11月～2023年 1月）に 29名 (Mage = 20.2; SD = 1.1)

に実験を実施した。参加者は全員日本語を母国語とす

る東京女子大学の女子学生で，正常な聴力と視力を持

っていた。なお，本研究は東京女子大学の研究倫理委

員会の承認を受けている（承認番号：A2020-5）。 

刺激 日本語話者 2 名が，顔と声によって感情を表

現した動画を刺激として使用した。発話内容は意味的

に中立な短いセリフ 4 種（「これなに？」「そうなんで

すか」「さようなら」「はいもしもし」）で，怒りまたは

喜びの感情を込めて発話された。顔と声の感情が一致

する刺激（以下，感情一致刺激：怒り顔＋怒り声，喜

び顔＋喜び声）に加え，感情一致刺激の映像と音声を

入れ替えて感情が矛盾する刺激（以下，感情不一致刺

激：怒り顔＋喜び声，喜び顔＋怒り声）も作成した。 

顔の部分的な遮蔽が多感覚的な感情認知にどのよう

に影響するかを検討するため，動画話者の鼻背の中心

より上部（目遮蔽条件）または下部（口遮蔽条件）に

Premiere Elements 2018 (Adobe Inc.)で白い正方形を追加

し，顔の一部を遮蔽した刺激も作成した。加工前の元

の映像が，遮蔽なし条件の刺激として使用した。した

がって，計 96個の多感覚刺激が作成された（話者 2名

×セリフ 4種×感情 2種×感情一致性（一致，不一致）

×顔遮蔽 3条件）。また，顔または声からの単感覚的な

感情認知精度も検討するため，感情一致刺激の映像ま

たは音声から作成した単感覚刺激（顔のみ刺激計 48個，

声のみ刺激 16個）も作成した。 

手続き 実験室にて個別に実験を実施した。実験で

は，顔と声による動画刺激を呈示する多感覚セッショ

ンに続いて，顔のみ刺激または声のみ刺激を呈示する

単感覚セッションが実施された。各試行では，まず注

視点（500ms）と合図音（440 Hzの純音，持続時間 100ms)

が同時に呈示され，500ms の空白を挟んだ後，刺激が

呈示された。刺激の映像はPCモニタ(Latitude3540, Dell)

から，音声はヘッドホン(HDA300, SENNHEISER) から

それぞれ呈示された。参加者は，各試行において呈示

された刺激の動画話者の感情が怒りと喜びのどちらで

あるか判断するよう教示された。なお，顔と声のどち

らの感情に注目するかについて指示はなかった。各刺

激が 1 回ずつ呈示されたため，実験は計 160 試行から

構成された。 

3. 結果 

多感覚感情認知における顔と声に対する情報の重み

づけに焦点を当てる本研究では，感情不一致刺激に対

する回答に着目し，声の感情を選択した割合（以下，

声選択率）を算出した。たとえば，怒り顔と喜び声の

組み合わせに対して「喜び」と回答した場合，声の感

情を選択した回答とみなした。顔の遮蔽と実験実施時

期の各条件における声選択率を Figure 1に示す。 

顔の部分的な遮蔽およびマスク顔への接触が，多感

覚感情認知にどのように影響を及ぼしているか検討す

るため，声選択率に対して時期（パンデミック前後）

×顔遮蔽条件（遮蔽なし，口遮蔽，目遮蔽）のANOVA 

を実施した。その結果，顔遮蔽条件の主効果 (F(1.80, 
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99.12)=44.25, p<.001, 𝜂𝑝
2=.45) が有意だった。Bonferroni 

法による下位検定を行ったところ，遮蔽なしの場合と

比較して，口または目が遮蔽された場合には声選択率

が高いことが示され (ps<.001)，仮説 1 が支持された。

時期の主効果は有意傾向であり(F(1, 55)=3.22, p=.08, 

𝜂𝑝
2=.06)， 声選択率はパンデミック前に比べて後の方が

低い傾向にあった。 

重要な結果として，顔遮蔽条件と時期の交互作用が

有意だった (F(1.80, 99.12)=6.00, p=.005, 𝜂𝑝
2=.10)。単純

主効果検定を実施した結果，パンデミック前後での声

選択率の差異は，口遮蔽条件でのみみられ  (F(1, 

55)=10.47, p=.002, 𝜂𝑝
2=.16)，目遮蔽条件 (F (1, 55) = 

0.001, p = .98, 𝜂𝑝
2<.001) と遮蔽なし条件 (F (1, 55) = 

2.72, p = .11, 𝜂𝑝
2=.05) ではみられなかった。交互作用効

果の検出力を調べるためにG*Powerを使用して事後の

検定力検定を行ったところ，α=0.05の場合検定力 (1-

β)=0.99 となり，分析に際して十分なサンプルサイズ

が確保されていると判断された。この結果は，仮説 2b

を支持するものである。パンデミック下におけるマス

ク顔への接触が感情表出者の目領域の情報への依存を

促進し，顔上部からの感情認知精度が高くなった結果，

聴覚的手がかりである声に対する情報の重みづけが小

さくなった可能性がある。もしそうであるならば，口

が遮蔽された顔からの単感覚的な感情認知精度がパン

デミック前よりも後に向上しているはずである。そこ

でこの可能性を検証するため，単感覚セッションにお

ける顔のみ刺激に対する正答率（Table 1）について，

時期×顔遮蔽条件の ANOVA を実施した。その結果，

顔遮蔽条件の主効果  (F(1.65, 90.88)=47.60, p<.001, 

𝜂𝑝
2=.46) と，時期×顔遮蔽条件の交互作用 (F(1.65, 

90.88)=3.88, p=.03, 𝜂𝑝
2=.001) が有意だった。単純主効果

検定を実施したところ，パンデミック前後での顔から

の感情認識精度の差異は，口遮蔽条件でのみみられ 

(F(1, 55)=4.26, p=.04, 𝜂𝑝
2 =.07)，目遮蔽条件  (F(1, 

55)=0.08, p=.78, 𝜂𝑝
2 =.001) と遮蔽なし条件  (F(1, 

55)=0.50, p=.48, 𝜂𝑝
2<.001) ではみられなかった。口が遮

蔽された顔に対する感情認知正答率のみパンデミック

後に向上していたことから，パンデミック下において，

口が遮蔽されたマスク顔に接触したことにより，顔上

部からの感情認識精度が向上したと解釈することがで

きる。したがって，パンデミック後に多感覚感情認知

における声に対する情報の重みづけが小さくなったの

は，顔上部からの感情認識精度が向上したことが影響

している可能性が示唆された。 

4. 考察 

本研究では，多感覚感情認知における顔と声に対す

る情報の重み付けが，顔の部分的な遮蔽によってどの

ように影響を受けるのか，またその影響の受け方は

COVID-19 パンデミックの前後で変化がみられるのか

検討することを目的とした。実験の結果，まず感情表

出者の顔の一部が遮蔽されていない場合と比較して，

口または目の遮蔽によって視覚的手がかりが減少した

場合は，多感覚感情認知において声の感情を重視する

程度が大きくなることが明らかとなった。これらの結

果は，視覚情報の劣化が多感覚感情認知に影響するこ

とを報告した先行研究 [10]の知見を拡張し，顔の部分

的な欠損も多感覚感情認知に影響することを示唆する

ものである。 

さらに本研究では，多感覚感情認知における顔と声

の情報に対する重みづけがCOVID-19 パンデミック前

後で変化したことが示され，パンデミック前に比べて

後の方が，口が遮蔽された感情表出者に対して声の感

情を重視する程度が小さいことが明らかとなった。マ

スク顔に接触することによって，感情の手がかりとし

Figure 1 

顔遮蔽と時期の各条件における声選択率 

注) エラーバーは標準誤差を示す。 

前 後 前 後 前 後

遮蔽なし 96.2 (1.0) 96.3 (1.4) 96.7 (0.8) 96.3 (0.9)

口遮蔽 93.1 (1.0) 95.0 (1.4) 87.3 (0.9) 90.7 (1.4)

目遮蔽 97.3 (0.7) 95.7 (1.4) 96.4 (0.7) 95.5 (1.1)

多感覚セッション

感情一致

単感覚セッション

顔のみ

単感覚セッション

声のみ

93.5 (1.1) 94.4 (1.2)

 

Table 1 多感覚感情一致および単感覚刺激への正答率 

注) 括弧内は標準誤差を示す。 
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て相手の目領域への依存度が高まり，表情認知パター

ンが変化することが先行研究によって報告されており

[11]，本研究の結果もこれに合致している。顔からの単

感覚的な感情認知精度は，口が遮蔽された顔に対して

のみ，パンデミック後に向上していたことから，パン

デミック下におけるマスク顔への接触が，目領域を手

がかりとした感情認知とその精度を促進し，その結果

として多感覚感情認知における声の情報への重みづけ

が小さくなった可能性がある。マスク顔への接触によ

って，表情認知だけでなく，顔と声からの多感覚的な

感情認知様式も変容することが本研究によって明らか

となった。パンデミック前後で多感覚感情認知におけ

る情報の重みづけが異なるということは，感情表出者

が普段のマスク非着用の状態と同じように感情を表出

しても，マスク着用時は口元が遮蔽されていることに

よって，声の感情に注意が向けられにくく，顔が遮蔽

されていない場合とは異なった感情の受けとられ方が

なされる可能性がある。普段の感情表現においては，

視聴覚のモダリティ間で感情が一致しない場合も少な

くないことが報告されている [13]。また，顔の表情は

実際とは別の感情を示すことができ，特に微笑みは感

情を隠蔽する際に最も頻繁に使われる一方，音声は表

情よりも感情を隠すことが難しいと指摘されている 

[14]。したがって，たとえば笑顔によって隠蔽されたネ

ガティブな感情が声に表れていた場合，マスク着用時

にはそのネガティブ感情に気づくことができず，コミ

ュニケーションの齟齬につながる恐れもある。ただし，

実際にマスクを着用した対面コミュニケーションにお

いては，顔の可視領域が減少するだけでなく，声の明

瞭度も低下する [15]。聴覚的手がかりの明瞭さの操作

を行なっていないことが本研究の限界として指摘でき，

今後の研究では，視聴覚情報のいずれの明瞭さも低下

した場合に，多感覚感情認知における顔と声の情報に

対する重みづけがどのように変化するのか検討する必

要がある。さらに，マスク顔への接触頻度の増加に伴

い，顔表情の見方とは独立に聴覚情報（つまり音声）

の処理そのものに変化が生じ，それが結果に影響した

可能性や，本研究の結果が他の文化圏で再現されるか

については未検討であり，今後の検討課題である。 
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